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　　 々 の 手術 に 応 ず る特別 な影 響 は み と め ら乳 な か つ た 。 こ の よ うな 結果 は オ タ マ の 後肢 の 再生 が 神経 要素 に 依
1
　　存 し て い る現篆 とは 全 く異 る。然 し乍 ら腰薦推部 の 脊髄 の 除去 を行 う と尾 の 再 生 部分及 び正 常部分 の 背鰭 の

　　崩潰を 起す例 が 多 く・夊 再生 部 分 の 生長 を著 る し く撒 臥 こ の よ うな こ と よ 撫 尾 両棲類 オ タ マ の 尾 に分

　　布す る 神 経 要 素 の 再生 に 対す る 作 用 は ， 再生誘起 そ の 竜の に は 閾与 しな い が 再 生 部分 の 構 造 保持及び生長 の

　　面 に 対 して 働 い て い る こ と が わ か る。

　　　　　　　　　　 両棲 類胚子 に於 ける 甲状腺原基 の 分化 と 113］ 摂販 能　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　 野 中　俊 郎 　（群 馬 大 ・
医

・
内分泌）

B ψ 祕 鯛 ・．伽 … 紛 胚子 を用 V・； 尾芽期以後 の 各発 生 段階 に 於 て 甲状腺 の F ・

懸 取 鰍 組 織 分 化 と

の 関係 を追 及 す る 目的 で 実 験 を行 い つ つ あ る。ホ ル モ ン 生産 の 前段階 と して ， 甲状腺原基 を形 成す る内糎葉

性 上 皮細胞 は
一

定 の 時 期に 達 す る と媒質坤の 沃 度 を 周定 す る 能力 を穫得す る。そ の 時 期 の 上 皮 細 鞄 は 細 胞質

は 僅少 で ・ 卵黄粒並 に メ ラ 甜 様色素鮪 し
， 且 つ 核は 膨化 し 核膜 棚 瞭 ぐこ は 認 め 難 く，

伽 マ チ ン 密度 も

低 La
」 従 つ て 極 め て 分化の 程 度 が 低 くン 未 だ原始小胞 は形 成 され ず ， 勿論 コ ロ イ ドの 生産 も開始 され て は い

な い
，，こ の 時間 は 外形的 に に は 略 鳶 外鰓 中期 （C 相当 し ， 甲状腺 は 未 だ 分葉 が 完 成 さ れ ず ， 頭部 で 両 葉 を 結 ぶ

実質姓連絡 を有す る JRadiGaktivitEtは頭 部 を 含 む 両 葉連絡部 及 び 尾 端 に は 認 め ら れ ず ， 中 央 部 が 最 も強 い 。

原始小胞 の 形成 され る の は外 鰓末期以後 で あ り，小胞 腟 に コ ロ イ ドの 発現 を 見 る の は 噴水孔 が 完 成 し，後 肢

原基 が 短円柱状を示 す 娼蚪 の 形態 が 酪 々 完 成 され た時 期で あ る が ，外 鰓中期 に 比 較 し て 之等 の 時 期 に 於 け る

甲状腺 の 沃 度 團 定 能 は 飛 躍 的 に 増大 を示 す 。

　　　イモ リとサ ン シ ョ ウウオ 間 の 眼漂基交換 と水晶 体再 生 　　瀰 藤 　正 昭　（名大 ・理 ・生 ）

　水晶 体再生 の 起 らな い J（ynobites で も色素 上 皮 に は，中 胚 葉性組織 を 剥離 す れ ば 再 生 能 の あ る こ と が 確 め

られ た （佐悪 ・原 功 嚥
’55）． そ れ 故 ・1（vnobir ・s 幼 生 で 水晶体再生 を 欠 くの は 冲 騒葉組織 が 何等 か の 意味

で 再生 の 妨 げ に な る もの と考 えられ る、、そ こ で 再生能の あ る イ モ y との 聞 に 眼 原 基交換 を行 つ て ，イ モ V の

色素上皮 と μyπ面 臨 ∫ の 中胚葉 ，及 び こ の 逆 の 組合 せ の 幼 生 を作 つ て ，移 植 眼 の 固有 の 再生能 が どの 程度変

え ら れ る もの か 調 べ た・材 N ・t・：t・・f モ リと H ・峨 脚 ・覊 H ．n ・btil｛）．ttltg を 用 い ， 初 期神経 胚 期 に 右 眼原基 の

交換 を行 つ て 20〜50 日後 に 水晶体を摘 出 ， そ の 再 生 を 見 た。結果 は イ モ リに 植 え た H ．nf’bulo．su ．v の 眼 で

は 5生 例 中 0・H ・絢 ・ e … is で は 44 例 中 2 偶 で 再生進 行，中 i 例 は繊維 分化 をみ た．一
方 H ，彦・ 輝々 ・・

一

爵 に 植 え られ た イ モ リの 眼は 2 例中 】
，
H ．7昭 諏 あ∫脚 宿主 で は T．4 例 申 2 で 水晶体 形 成 が 抑 澗 され た。

以 上 か ら異 種 の 中 胚 葉組 織 と の 組合 せ に ょ つ て 眼 固有 cpPt 生能 が 低 率 と は い え変 え ら れ 得 る。眈 事 か ら

」（）’nobitas の 水晶体再生 欠 除の 原因 に つ い て 言及 した 。

　　　　無 尾両棲類舌弓の 移植 実験 （予報）　 大 橋　 剛 ・三 上 　美 樹　（三 重 大 ・医 ・解 剖｝

　 無尾類 蝦蚪の 舌 弓 に 由来す る組織 と し て 鰓 蠡 呼 VtM孔 ，舌鞍 骨 等 が あ る が ，此 等 の 分 化 機 構 を 調 べ る R 的 盈

で ヤ
ー
“ ア カ ガ エ ル 及 び トノ サ

〒一
“ ガ J ：ル の 尾芽 胚 （R ・gh の 陥 々 St・19）か ら 左 あ る い は 右 の 舌弓を単独夊 は

第 ］ 鰓弓 （何 れ も外 ・外
一中・ 屯 内 の ヰ 胚葉 を含む）を雛 し て ，1）反対側 の 同域 へ （背腹軸 逆 転 ），2）

同蘭 の 前腎後方 へ ，5）反対側 の 前腎後方 へ （背腹軸逆転）移植 し て 次 の 結 果 を得 た 。
1．呼扱 孔 乃 至 呼吸 孔 様

組癰 鰓域 へ の 移 植 で は左前腎域 の 外 ， 中腎葉 鮒 加 して 移植 した 2 例以外 は 場所 に 応 じ て 分化 し、2．左

あ る い は 右 の 舌弓 を前 腎後方 へ 移殖 した 場合 に は 厦 々 移植 部 位 に 呼吸 孔様組織 を伴 わ な い 小突起 が 形成 され

た 。3．鰓域 へ の 移植 で 移植側 の 角舌軟骨 ．ロ 蓋 方 軟 骨 の 後方部，後 上 笑起 は 形態的 に は 略 々 調整 し た が ，角

．舌軟骨 は 小 さ くな り，口 蓋方軟 骨 の 後方 部，後 上 突起 は 大 き くな る傾 向が 見られ た。

（46 ）
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